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1農業は産業 とUで;』固有め特性を有す る
。そ の主要な ものはi季 節性 と地域性であ りいこれは
科 学技術がいかに急速に進歩 した としても,科 学技術に よっセ本質的に解決す るごとは困難 であ
る。 こめ 自然 条件に よって規定 される特質は,特 定 の歴史的;社 会的,経 済的条件の もとで,農
業 の特質要因と・して機能す る。・ …:….∴ ・
各種の産業的特質要因を内包する農業 にあづては,偶 然変数に対する所得安定 とい う'目標を達
成す るたあの政策の導入が特 に必要 とされる。本稿は,こ のよ うな視点か ら農業の特 質・と農業保
険 の関連にっいて論述 じよ うとす るものである。 ・.一'一'..・ ・.∴'
・・"・tt t・ ….='.'.. .L..,'1・ ・'-・...・.'.:-,
2.農 業生産の特質'
.、,
農 業生産・)は土地め生産力を利用 し,植 物栽培 ・動物飼育を行 うことたよってなされ る。'従っ.
て,:・農 業においては土地 に随伴す る自然条件め制約を うけて,い農業の地域性を形成す る。.
また,農 業生産においては;1生産過程 の特質によら・て,i生産が長期化す る傾 向があ る・べ もちろ
ぐ 　 エ
桓 轡 麺 懸 ぽ過程で自然嫡 嘩 る蹄轡 紬 醐 変iヒ叫 て決
定的に生産過程が中断される.ことはな恥 し担もパζれらの諸劉 ヒは・,工業においては加瓢 圧
































注(1)柏 祐賢博士によれ砥 農業生産とは 「無機的な物を作ることではなく・『メやムギのような植
物 的のものにせよ,また牛や トリのような動物的のものにせよ,ともかく有機的生命をもつものを作 り出
すことである。しかも単にそれを作 り出しさえすれば農業であるというわけには行かなC・。そこには合理
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農業生産におけ る収量変動に作用す る農業災害は,不 可抗力性 不規則性,偶 然性を もづ よ う
な もの(例 えば水害 ・阜害 ・看害 ・凍害 の よ うな もの)と,病 虫害のよ うに農業者 の適切な配慮
によって,あ る程度まで予防 し うる不可抗力性の欠如 した災害が混合 して発生す ることが多い。'
収量変動は;農 業生産に固有 の特質に よつて誘発 され るものであ り,技 術的準備をなす ことたよ
ってだけでは,こ れ を回避す ることは殆 ど不可能 に近いであ ろ う。 こめため,技 術準備に よ っ




た濃 雑 産は蛙 開始 より収灘 で長期間腰 す 硫 め・価鞭 弊 対叫 て・その産出量
伸縮することは殆ど不可能に近いであろ う。特に・果実:疏菜等の如きもρは腐敗性が強いため
長期の貯蔵が困難であるため,農業生産の季節性と相侯って,そ の需給間の不均衡を助長するこ
ととなるであろう・琴業迷 物姓 嗣 需財ξしての性格力迦 繊 個蜘 舶 につ・⑭ 消
費的嗜好の消長を別とすれば,比較的規則的に消費される傾向が強いであろ う。従っ匡,農業生
産物の需要は非弾力的である。しかも農業生産物は生産過程の特質によらて規定され,工業生産
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物の よ うにその需要に応 じて供給を調整す ることは困難 である。 このため;需 給不調整 に基因す
る農業生産物価格の暴騰 ・暴落現象1)がしぼ しば発生す ることとなる。 殊に,生 産拡大 過程途上







しかし濃 縦 醒 おいては・前述の如く 家計櫛 擬 泌 かぎり・その蝉 醐 が紬 され















注(1)収 穫 の増減率 よりも大 きな率 をもっ"C]農業生産物価格力1騰落ず る傾 きがある ことは所謂 「キン
グの法則」に よって示 されている'。 ・1




.うう・このよう碑 階㌻ もし雌 砺 配力・工業鮪 利ぱ り巳 方で供細 緯 の増加率が双方パ 等
しいままであるならば,価 格が農業にとって不利 とな る傾 向が永続的な ものとなろ う」(J・R・Bellerby';
;i'"Aξ「icUltu「CandInduStry:RelativもIncome∵大川山司藍修r農 業 と工業:相 対所得』農林水産業生産
性 向#会 議 昭和33年).と論 じ,農 業生産物価格の低落 の可能性に?い て説 明してy.〉る ・:,
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4.農 業保険の性格と機能
資本主義経済秩序のもとにおいては,個 人の経済活動は原則 として自由である。一方,そ の経
済活動に伴 う危険負担は個人の責任であるため,資本主義経済秩序のもとにおける保険制度は,






















必然化するものであ り,経済的準備方策によ二てこれを回避することが必要 となる。しか し,農
業生産においては,資源報酬が低い場合もあるので,経済的準備を充分になす ことが困難である'
ことが多い。偶然的必要条件のすべてに対して)経済的準備として準備金を用意することは,農
業生産の特恥 らして晒 んど不可能に近く・たとえそれ珂 齢 あ吐 とロ も不騨 越 と
である。偶然的な必要が生 じ,蓄積資金が不足した ときは金融を うけるか,資 産を処分すること
によって対応するこ壌 可能であ研 この齢 麟 醐 岬 蹄 弊 ぷ 紺 泌 なら熱 ・し
また金融を うけられたとしても,その元利の負担のために,農業経営が迫圧を うけるこ'とになる


































業 者を対象とす るものであろう。 しかし,こ こにおけ る農業保険 とは,'いわゆる 「農作物保険」を意味す









られるように,掛流しとい うような状態をつ くった り,あるいは共済組合が共済金にて掛金をか




いする返済金をカバーするための機能に終ってい る」(南 清彦r独 占資本主義と農業問題』三

























に経営規模拡大の方向をとるとす るならば,小農切 り捨て論が優先し,大農優先c)農業政策が と
られることとなるであろ う。、また,小 農保護の方向をとる場合,当 然のことながら小農優先,大
農二次的の農業政策が とられるべ きであろう。 これらの事情は,日本農業の将来を 「食糧 自給」




護の方向をとる農業政策のいずれをとるか一 のなか略 「限界地農業」を維持 ・発展させるよ
うな性格を有する 「農業保険」を,いかに安定的にわが国の農業政策のなかに定着させるべきで
あるかが,今後の 「日本農業保険の課題」であると規定レうるであろう。
